
米子市
教育文化事業団
文化財調査報告書，

米子城跡III

米子市加茂町2-:51地点

1995・3 

米子市教育文化事業団



例三

l. 本書は平成 5年度において財団法人米子市教育文化事業団が実施した米子城跡III

（中国電力米子営業所構内遺跡）にかかる報告書である。

2. 調査の組織は下記の通りである。

調査委託 株式会社中国電力

調壺主体 財団法人米子市教育文化事業団

調査担当 灘脇俊彦（米子市教育文化事業団派遣調査員）

調査協力 杉谷愛象（米子市教育委員会教育文化課主任）

植佐知子（米子市教育文化事業団臨時職員）

福嶋昌子（同 上）

3. 出土遺物は米子市教育委員会で保管している。

4. 本書の編集及び執筆、図面の浄書等は米子市教育文化事業団がこれを行った。
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I はじめに

1 . 調査の概要

「米子城跡川」の調査地は米子市加茂町 2丁目51に所在する。中国電力米子営業所の新築

建替え工事に伴う事前調査である。

現地調査は1993年11月18日から翌1194年 2月6日まで行った。調査対象面積は約600m2で

あったが、建物の基礎による撹乱部分があったため実際の調査面稽は約400m2であった。調

査の結果、溝 (SD)17本、建物柱跡 (SB)を含むピット数156穴、柱の礎石と思われる

石列 1ケ所、土壊 (SK)13穴、井戸 4ケ所、桶4ケ所、落込み、縄文遺構と思われる足跡

等の遺構を確認した。
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2. 位置と環境

今回の調査地は米子城の内掘りと外掘りの間に位置する武家屋敷のあった所である。

享保 5年の絵図によると、この場所は益田助太夫氏の敷地になっており、北隣は山本半助

氏の敷地になっている。益田氏は中級クラスの家臣であるが、荒尾家の家臣ではなく鳥取藩

からの派遣人だったようである。次に幕末の絵図を見るとこの時にはすでに山本氏の名はな

くなっている。明治30年以降には田畑になり、昭和4年に中国電力の建物が建ち現在に至る。
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米子城の始まりは、 1467(応元）年頃山名教之の一門山名宗幸が飯山に碧を築いたと言わ

れる。伯番、出雲の国境にあり中海に臨んだこの城の位置は、軍事、政略上の重要地であり、

早くから攻守争奪の対象となっていた。

1591 (大正19)年に東出雲・隠岐・西伯者12万石を領有した吉川広家によって築城が始め

られ、当時の城主は古曳吉種であった。関ケ原以後1600(慶長 5)年に伯者18万石の領主と

なった中村一忠が、今日に伝わる城郭を完成させたとされる。

その後中村氏は在城 8年で断絶となり、 1610年加藤貞泰、 1617年池田由之を経て、 1632

（寛永 9)年より池田家家老荒尾氏預かり一万五千石となり、以後1869(明治 2)年まで続

いた。 1667年には城西北部外曲輪、 1852年には四重櫓とその石垣の修理が行われる。城は

1872年士族に払い下げとなり、 1880年頃に壊される。

この周辺には②久米第一遺跡、③米子城跡 I (鳥取大学医学部構内）、①米子城跡II (現

ガソリンスタンド）、⑤米子城跡4 (現マンション）、⑥米子城跡V (鳥取大学医学部浄化層）

など米子城関係の遺跡の調査が次々と行われている（第 2図）。今までの調査では、米子城

内堀と潮止めの石垣や武家屋敷跡などの遺構を検出している。今回の調査でもおなじく武家

屋敷跡を確認しており、当時の様子が少しづつではあるがまた見えてきたようである。

II 遺構

1 . 溝 (SD) （第 3図）

全部で17の溝を検出している。それぞれの正確な時期は不明であるが、 SD-11·12• 13 

などはかなり古い時期から使われていたと思われるが、その他は出士遺物からみてほとんど

が江戸から明治時代にかけてのものと思われる。

SD-01• 05• 06• 08·09は南北方向、 SD-02~04·07·11~13は Nl5゜ ~20°W方向にほ

ぼ平行し、 SD-10は東西方向、 SD-20~22は E25°N、 SD-23は E45゜ N方向に流れる。

それぞれの規模は SD-01幅約2.9m• 深さ 58.5cm 、 SD-02幅0.7~1.Sm• 深さ22.3cm、

SD-03幅0.65~0. 95m• 深さ 15.6cm 、 SD-04幅0.65~0.8m ・深さ 12.4cmである。 SD-05

幅0.6~0. 75m 、 SD-06幅l.4~1.8m ・深さ 15.6cm 、 SD-07幅0.3~0.8m ・深さ 33.7cm 、 S

D-08幅0.9~1.4m 、 SD-09幅l.3~1.6m· 深さ 16.7cm、SD-10幅0.9m・深さ65.6cmで、

もともとは SD-02と繋がっていたようである。 SD-11幅0.95~1.Sm ・深さ 60cm 、 SD-12

幅0.85~1.0m• 深さ 37cm 、 SD-13幅0.5~0.8m ・深さ 33.1cm 、 SD-20幅2.2~2.6m• 深

さ 26cm 、 SD-21幅0.65~0.85m• 深さ 25.7cm 、 SD-22幅0.5~1.3m• 深さ 19.6cm、SD-

23幅0.4~0.65m、深さ 19.6cmであった。

花粉分析の結果、 SD-11•12·13の中からイネの花粉が多く見られ、また放射性炭素年

代測定の結果、 SD-12の最下層で縄文時代晩期という結果が得られた。このことからかな

り古い時期からこの地では稲作が行われたようである。そして16cの遺物が検出されている

ことから、一時空白期を経て江戸の町並みができるまでこの周辺では稲作が営まれていたよ

うである。またそれぞれ SD-02・03・07と明らかに新しい溝と重複していることから、こ

れらの溝がどのような変遷を経たかが今後の検討課題である。
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2. 建物跡 （第 4図）

建物跡として柱穴及び

礎石と思われる石列を検

出した。柱穴は全部で

142穴あり、その中で柱

の残っていた穴は30穴

あった。その中でA列P

23-P24-P25-P36-P 

35 -P33 -P38 -P67、

B列 PS-P7-Pl0-P50 

-P31-P51、C列 P53

-Pl02 -Pl6 -Pl8、D

列 Pl29-P9-Pll7-P 

76-Pl9など 4列の柱穴

列が、一軒の建物となる

ものではなく、補助的な

柱跡ではないだろうか。

B・C・D列は建て替え

の跡で一軒の建物と考え

られるが、 A列の建物と

は方向が僅かに異なる。

この違いが時期的なもの

なのか、単に必要がなかっ

たのかは不明である。

軒先柱の礎石と思われ

るような石列を検出した。

しかしこの石列に伴う柱

穴列を確定することはで

きなかった。

． ．~ー- -、-—-巫ー ・・^ ―- -~~ -一•一・ 一•一 --- - 1 
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第 5図井戸 l
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3. 井戸・桶 （第 3図）

井戸を全部で 4ケ所検出した。井戸は 3ケ所が石積みのもので、内 1ケ所は掘り方のみ残

る。素掘りのものは 1ケ所であった。

井戸 1 (第 5図）は径約90cm・深さ55cmの石精みが 3段が残り、底には約75cm四方に木枠

が組んであった。井戸 2はおそらく石組の井戸があったと思われ、断面に石材と径約4m・

深さ 1.3mの掘り方のみが残る。井戸 3は素掘りの井戸で径1.4m・ 深さ lmである。井戸 4

（第 6図）は径70cm・ 深さ 60cmの石積みが 2~3 段が残る。桶は 5 ケ所で検出し、径80cm·

深さ30cm前後の木枠が残る。明治時代以降の比較的新しい時代のものと思われる。
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P1tNu 規模（径一深さ）cm 杵形状 備考 PitNn 規模（径一深さ）cm 杵形状 備号 P1tNu 規模（径一深さ）cm 杜形状 備考
1 7oxso~20 無 46 50X45-32 4¥¥¥ 92 60-17 無
2 40X35-18 無 47 60-30 角形 45X 35 段^掘

25X20 三段掘 48 55X 50-47 無 93 40-19 丸形
3 50X45-25 無 45X 40 二段掘 94 40X30-36 無
4 85X50-24 無 49 50-24 無 95 55X40-20 無
5 55 X 40-43 丸形 50 65X4Q-24 無 96 70-14 無
6 40X30-25 無 40X 30 二段掘 97 40-10 無

25X25 二段掘 51 65X55-46 無 98 45X40-15 無
7 70 X 60~52 楕円形 52 70 X 40-? 無 99 45X4Q-52 無
8 30-17 無 53 65X 45-70 丸形 100 50~20 無， 50X45-30 楕円形 54 65X 60-43 楕円形 101 60~61 丸形
10 sox40~21 無 55 70-44 無 102 6QX 55-26 無
11 120X 80-16 無 56 60X50-48 無 103 100 X 35-18 無
12 140-48 無 30X 30 二段掘 104 45X40-36 丸形
13 50X35-8 無 57 40X35-14 無 105 35X30-15 無
14 60-16 無 58 30X 30-17 無 106 70X6Q~l4 無
15 90X65-14 無 25X 25 二段掘 107 60-40 長方形
16 55-17 丸形 59 30X 25-19 無 108 80X40-31 無
17 35-13 無 60 52X45-15 無 109 70X60-62 無
18 50X40-34 角形 61 62X60-40 無 110 70X 50-23 無
19 85X65-44 丸形 35X 30 三段掘 111 4ox30~21 丸形

sox 40 二段掘 62 50-34 角形 112 45X40-? 無
20 llX50-10 丸形 63 45X 30-19 無 113 45 X 30-40 無
21 90X85-14 無 64 40~19 無 114 40-27 丸形
22 70X60-40 無 35X 35 二段掘 115 65~42 無

60X 50 一段掘 65 35X30-27 無 116 85X65-65 無
23 35X30-36 無 66 25-16 無 50X 35 一段掘
24 50X 30-36 無 67 35-13 無 117 6ox45~39 無

25X20 頂段掘 68 80X70-50 無 35X 30 二段掘
25 40-38 無 69 60X 40-27 三角形 118 40X35-32 無

30X 25 ー］段掘 70 45-29 無 119 50-51 無
26 75X65-36 無 71 45X40-17 無 120 45x35~43 角形
27 45X40-16 無 72 80X65-46 板状 121 45X30-20 丸形
28 55-55 無 73 30~29 無 122 50X45-35 無
29 90X75-20 半円形 74 95X90-17 無 40X 40 ~. 段掘

30 75 X 68-21 丸形 75 35X25-25 無 123 50X40-17 無
60X 50 二段掘 76 60X 50-45 丸形 124 95X70-38 無

31 55X40-72 無 77 50X45-29 無 125 70X50-14 無
32 45X40-18 無 78 30X 25-25 丸形 126 35X30-16 無
33 35X30-22 無 79 40X30-32 無 127 55X45-35 無

30X25 二段掘 80 65X60-33 無 128 65-68 無
34 53X50-23 無 50X45 二段掘 35X30 二段掘

4QX40 二段掘 81 105X90-72 丸形 129 70X40-47 無
35 35-29 無 82 90X 75~41 無 130 59-16 無

30X 30 二段掘 55X 45 -~ 段掘 131 50X45-21 無
36 50-28 無 83 70-? 無 132 40X35-35 無

35X 30 二段掘 84 90 X 60~44 無 133 70~30 無
37 30X20-14 無 85 80X 55-34 無 134 70X40-25 無
38 45X40-17 無 60X50 二段掘 135 80X60-21 無

30X20 二段掘 86 40-39 六角形 136 50-24 無
39 85X70-37 丸形 87 60-30 角形 137 30-21 無
40 30X25-23 角形 88 50X45-? 無 138 80X50-25 無
41 30-11 無 89 50-? 無 139 30X25-13 無
42 80-35 無 90 25X20-18 無 140 30X25-ll 無
43 90X65-32 無 91 60-54 無 141 30X25-7 無
44 35X30-29 無 45X 40 一段掘 142 40X30-9 無
45 65X48-31 楕円形

柱穴 (Pit) 一覧表
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4. 土墳 (SK) （第 3図）

全部で12ケ所土壊を検出

したが、ほとんどが正確不

明のものであった。 SK-

01は230x 370cmで中には集

石及び落ち込みの遺物をか

なりの量検出した。 SK-

03は90x 70-22 .9cm、SK

-04は90x 80-2lcm、SK

-05は270X 230、SK-06

は140X115-42.Scmで、中

に幅12~30cm ・深さ 2s~so

cmの石組水路のようなもの

を検出した。 SK-07は70

-18cm、SK-11は135X 

110-31.6cm、SK-12は

120 x 105-20. 5cm、SK-

13は580X110cmである。

5. その他の遺構

建物の基礎で撹乱された

部分を確認の為に掘り下げ

た所足跡を確認した（第 7

図13層）。遣物等時代を確

定できるようなものは検出

していないが、層位的にみ

て縄文時代の物ではないか

と考えられる。しかし花粉

•::::~:~:~:~:~:~:~:~:~:~:~:~:~:~:~:~:~:~::::::::::::::::::::::::: 
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第 6図井戸 4

分析の結果、この層において稲作が営まれていた可能性が大きいことから再度検討の必要が

ある。

III 遺物

取り上げ番号にして約2800点を検出した。いわゆる古代の遺物は須恵器片を数点検出したが、

ほとんどが中・近世のものであった。

灯 明 皿（第 8• 9図） 相当量出士していた。 Nu1~14はてづくねによるもの、 Nnl5

~37は底部に糸きりの残るものである。 Nn36は底部で墨書きがみられ、 Nn37は底部中央に円

孔を穿つ。 Nn38~43は陶質のものである。 Nn44·45は灯明皿を受皿として小杯状の注口付き
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1. 耕作土

2. 黒褐色シルト

3. 褐色シルト

4. 淡黄褐色シルト

5. 褐色シルト

6. 黒灰色砂シルト

7. 黄青粘土

8. 黒灰色シルト

9. 黒色粘土

10. 暗灰微砂混り暗灰シルト

11. 暗灰色微砂シルト

12. 黒褐色灰色微砂交互層

13. 暗灰色砂混り暗灰色シルト（足跡）

14. 暗灰色粘土

15. 暗灰色砂混りシルト

16. 灰色微砂混りシルト

17. 淡黄褐色シルト混り砂

18. 黒灰色シルト

19. 淡青黒灰色シルト

20. 淡青黒灰色粘土

21. 黒色腐食土

22. 黒褐色砂

23. 黒色粘土混り砂

24. 淡黄灰色土

25. 暗灰色シルト

26. 淡黄茶褐色シルト

27. 暗灰黒色シルト

28. 褐色砂

29. 暗灰黒色シルト

仁コ砂層

z
 

埋土

... ~.-.-. ·~·. ・-:-・................. ．雲う．．．．ミ\'·_''~——一亨；デ~デ号.: ••••••••• _2_s_ ••.•••••••••••.• :.:.:.:.:. .................................... :-:-:-:-:-:-:-:-:-: . :-: . :-. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ....... . . . . . . . . . . . . . . . ....................................... :-:-:-................................ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ....... . ................ ............... ......... ·.·.·.·.·.·.·.·.·.•.·.·.·.·•·.•.·.·.·.·• ・．． ． ．ー・.・.・ . . . • ·•·.·•·.·.•.·.·.·.·•· 

: : i : i : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : ~: : : : : ~: : : : : : : ~: ! : ~: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : ・・

゜
2m 

第 7図 調査区西壁土層断面図
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油溜りを付けたものである。 Nu46~48は陶質の皿でNu46には受部がつく。 Nu49は低脚の付い

たもので乗濁立のようである。 Nu50は脚の付いたもので皿には受部が付く。

素 焼（第 9図） Nu51は手炎り、

58は焼塩壺で「泉湊伊織Jの銘がある。

Nu52は土鍋である。 Nu55~57ば焼塩壺の釜で、 Nu 

瓦 質 器（第 9図） Nu59・60は焙烙鍋、 Nu61は火鉢である。 Nu62は何に使われていた

かは不明であるが、灯籠型をした置物のようである。

土

焙 烙（第10• 11図） 口縁部分の形態によって幾つかに分けられる。 Nu63~67はロ

縁端部が平坦、 Nu68~70 口縁端部は平坦で内外面に鍔上につまみ出す。 Nu71~73は口縁端部

は丸く鍔状に内側に曲げる。 Nu74~80は口縁端部を丸くおさめたもの、 Nu81·82は口縁端部

は丸いが内側に僅かに稜状の窪みがあるため口緑部がやや膨らんだようになる。底部はほと

んどが扁平であったが、 Nu83• 84のように丸底のものも見られる。

擢 鉢（第12・13図

的新しく 19c以降のものである。

Nu85~104) Nu94が17c頃のものであるが、それ以外は比較

大 甕（第14図

使っていたものと思われる。

Nu105~107) 九ナト1系のやきもので、 ウジ返しの付いたトイレとして

□ ロ
ロ

三ご~ニ＝琴三

口
備 前焼

（第15図

比較的古いものとしてはNull5・308

Nu108~119 第25図 Nu308) 

Nul08・109の桃山時代のものが

ある。 Null9は形は備前焼に似ているも

のであるが、焼き色は青灰色で、非常に

堅い焼きのもので備前焼とは異なる。

で15c、

-
0
 

第14図 大甕
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唐 津 焼（第16図 Nul20~l41) Nul20·121は絵唐津、 124~126は三日月高台を持つ

ものである。 Nul35~138は唐津焼に上薬をかけ、磁器のように見せたキハラ唐津と呼ばれる

ものである。

伊万里焼 Nu142~147 (第17図）は伊万里焼の初期のものである。 Nul48~186 (第17•

18図）は17c~I8c 、 Nu187~207 (第19図）は19c~幕末にかけてのものである。 Nu207~211

（第19図）は18~19c 頃のものであるが、外側に青緑色の上薬をかけたいわゆる外青磁と呼

ばれるものである。 Nu212~219 (第20図）は底に銘のはいったものである。 Nu220~231 (第

20図）はコンニャク版によるものであるが、 Nu220• 221は少し古く I7~18c 頃のものである。

第21図のNu232~238は蛇の目高台、 Nu239~247は蛇の目釉剣ぎ、 Nu248~261 (第22図）は蓋

である。

輸入陶磁器（第23図） Nu262李朝、 Nu267·270• 271中国明時代、 Nu263・268は中国清時

代、 Nu266青磁、 Nu269• 272は 16c 頃の白磁である。 Nu273• 274は中国製品を模倣した東南

アジア系のものである。

その他の陶磁器（第24・25図） ほとんどが比較的時期の新しい地方の民窯で焼かれたもので

土

あるが、幾つか窯元のわかるものがある。 Nu275• 276は島根伊東焼、 Nu310• 311は島根布志

名焼、 Nu300は九州三島系である。時期の古いものではNu279の九州高取地方のもので16末～

17c 前半、 Nu289の黒織部焼、 Nu281• 292の瀕戸美濃焼は16c等である。 Nu299は江戸時代の

紙判である。

錘（第26図）

太めのものである。

全部で33 コ出土した。 Nu315~341は細身のもので、 Nu342~347は

その他の遺物（第27図） Nu348·349は紅皿、 Nu352• 353は玩具、 Nu354~356は坦渦、 Nu35

7はかんざし、 Nu358は櫛、 Nu359~364はキセル、 Nu366• 367は石半鐘である。

木製品（第28図） Nu368~372は下駄、 Nu372~379は漆椀である。

IV 小結

今回の調査では溝状遺構を多く検出した。残念ながら遺構としては水田の確認はできなかった

が、分析の結果この地で古くから稲作が行われていたことは間違いないようである。今回検出し

た溝はこうした稲作と密接な関係があると思われるが、溝と各層との関係を明確にすることが今

回の調査ではできなかったため今後の課題となってしまった。

米子城下の遺構としては、武家屋敷跡と思われる柱穴列と井戸等を幾つか検出したのみであっ

た。建物と井戸の関係、建物と溝の関係、建物と建物の関係などの相互関係をつかむことはでき

なかった。ただ遺物をみてみると、当然ではあるが生活に密着したものばかりで、特に摺鉢．焙



烙鍋といったものが多く見られた。しかしながら全体に破片が多く完形品になるものは少なかっ

た。そして器などは漆等を使って手直しして再利用しているものが幾つもみられたり、摺鉢も溝

が磨減るまで使用するなど、当時の生活の一端を伺う事ができるようである。

米子城に関係する調査が近年盛んに行われるようになった。それに伴って当時の米子城下の様

子も点から線へとなりつつある。しかしながら今後単に屋敷跡等を確認する考古学的な調査だけ

ではなく、視点を度えた科学的な調査も踏まえて、新たな見解の下で米子城下の調査が行われる

ことを期待すると共に、米子城下以前の調査についてもより一層の検討が行われることを期待す

るものである。

尺丁言
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遺物観察表 l

番号 種別
払量

出上遺楳 備 考ロ径cm 器紬cm 底径cm 番号 種別
法紺

出_j__遺構 備 考n径cm 器ば1cm 底径cm
l 上師質皿 8 1 2 3 1 6 てずくね 96 揺鉢 26 0 3 0 
2 十師質［皿 9 4 1 8 2 6 てずくね 97 摺鉢 5 8 9 6 SD-01 
3 _j_月rli質皿 10 0 てずくね 98 揺鉢 3 9 13 8 
4 t-帥質皿 9 6 I 7 5 6 てずくね 99 襦鉢 3 4 11 7 
5 J__帥質皿 10 3 l 9 6 8 てずくね 100 揺鉢 10 1 12.3 
6 十師質!Ill 11 6 てずくね 101 福鉢 5 3 12 0 SD-01 
7 L師質[[][ 5 0 てずくね 102 摺鉢 7 8 8 4 
8 上師質皿 10 0 I 5 5 9 てずくね 103 揺鉢 4 6 9 5 ， ＋師質 rm 11 6 2 5 6 0 てずくね 104 摺鉢 8 2 10 0 
JO 上自1[1質皿 12 0 てずくね 105 人甕 41 2 7 0 ウジ返し11 ＋師質皿 12 8 てずくね 106 大甕 42 0 8 7 ウジ返し
12 L帥質皿 13 6 2 1 8 2 てずくね 107 人甕 18 1 18.6 ウジ返し13 十師質 1111 11 8 1 9 7 4 てずくね 108 摺鉢 34 0 3 9 備叩桃山時代14 上帥質皿 13 6 I 9 8 0 てずくね 109 摺鉢 7 l 22 0 備前16c桃 11,時代15 十師質llll 8 0 I 4 4 6 糸きり llO 摺鉢 25 0 3 4 備即17c
16 _ _c帥質皿 9 0 1 8 5 2 糸きり 111 招鉢 31 4 2 2 備前17c17 上暉質皿1 8 5 1 7 4 3 糸ぎり !12 摺鉢 19 2 3 5 備 IJIJ17c18 十師質ffll 8 7 2 0 4 8 糸きり 113 摺鉢 22 6 4 7 備前
19 上!iii質皿 9 4 2 0 4 9 糸恙り 114 摺鉢 5 5 14 8 備即
20 十且雨質且ll 8 5 1 8 4 0 糸芸り 115 4 0 8 2 備即15c21 土師質皿 8 8 1 8 5 0 糸きり 116 22 0 6 1 備飢17c22 十師質1111 9 2 2 3 5 0 糸きり 117 水差し 3 9 18 0 備即23 上帥質皿 8 8 1 8 4 5 糸きり 118 水足し 10 4 8 0 備帥16c24 上師質ill[ 8 9 1 6 4 8 糸ぎり !19 31 0 11 9 22 3 備,,,焼類似品25 ＋師質皿 8 4 1 7 4 0 糸きり 120 Jill 2 l 7 6 
26 上師質皿 8 4 l 8 4 4 糸きり 121 皿 I 8 5 3 絵唐沖
27 十師質II[ 8 4 1 9 4 5 糸彦り 122 皿 I 6 3 9 SD-06 17c 
28 上帥質皿 8 2 2 I 3 4 糸ぎり 123 rm 2 3 5 1 SD-11 17c 
29 土師質皿 9 0 2 l 4 8 糸ぎり 124 皿 13 4 4 0 3 9 SK-11 一日月高台30 ＋師質皿 10.0 1 9 6 6 糸きり 125 illl I 8 3 4 二日月商台 16~17c 31 士師質皿 9 0 2 0 4 8 糸ぎり 126 椀 l 8 5 2 SD~o2 ニ日月高台32 十帥質皿 9 2 2 6 4 9 糸きり 127 fill I 5 4 6 SK-06 
33 上師賀皿 糸きり 128 I 6 3 6 SD-09 
34 ＋師質JI[ 9 4 1 8 6 0 糸きり 129 皿 11 0 l 5 
35 上帥質皿 8 4 l 8 3 2 糸ぎり 130 II[ 14 0 2 6 
36 十師質!Ill 糸ぎり埜髯 131 皿 12 0 I 9 17c 
37 士帥質皿 糸きり底部穴 132 Jill 13 4 5 0 17c 
38 陶質11!1 8 0 l 7 3 8 糸ぎり 133 皿 11 8 3 7 5 1 SD-03 
39 陶質皿 7 7 1 8 3 8 糸きり 134 4 4 9 8 
40 陶質1m 8 6 1 8 4 8 糸含り 135 椀 13 2 7 0 SD-02 キハフ唐津41 陶質皿 8 8 I 8 4 4 糸菩り 136 椀 9 8 6 6 4 8 キハラ唐沖 17c,12 陶質llll 8 8 糸ぎり 137 椀 11 0 6 8 4 6 
43 陶質1lil 11 0 糸きり 138 9 8 6 5 5 4 SD-02 キハラ店沖
44 訂明皿 6 0 4 1 5 7 素焼き・受け1111 139 椀 12 2 4 2 SD-03 17c Mr」-、r
15 灯明 II[ 1 8 4 0 素焼ぎ・受げ皿 140 椀 2 4 4 4 
46 灯明1II[ 6 0 2 9 陶質・受け部 141 湯飲み 3 8 5 0 
47 6 4 1 8 糸きり陶質 142 皿 14 8 4 0 5 0 SD-02 初期
48 9 0 1 9 糸きり陶質 143 I 5 4 8 初期
49 釆爛 3 5 3 8 陶箕 144 菊花皿 25 0 2 8 SK-03 初期
50 灯明皿 3 9 5 9 5 8 陶質・脚付き 145 菊花皿 3 7 SD-01 初期
51 手灸り 24 0 14 5 素焼 146 椀 11 8 3 2 SD-03 籾期
52 土鍋 22 8 3 7 素焼 147 椀 3. 7 4 4 17c 
53 23 0 2.3 素焼 148 椀 l 9 4 5 SD-02 17c銘
54 26 0 3 3 素焼 149 椀 I 7 4 2 SD-02 17c銘「福」55 焼塩壺器 7 3 1 9 素焼 150 瓶底 I 8 6 9 SD~11 17~18※ 56 焼塩壺蓋 7 0 l 9 素焼 151 瓶底 2 2 17c 
57 焼塩壺器 8 0 0 9 素焼 152 椀 10 6 3 6 SD-01 17~18c 
58 焼塩壺 5 9 7 8 5 3 素焼 153 椀 10 4 4 0 SD-01 17~,1sc 
59 焙烙鍋 19 0 3 I 凡質＋器 154 椀 11 4 3 2 SD-01 17~18c 60 焙烙鉛 20 0 3 6 瓦質上器 155 椀 11 4 4 9 SD-01 l 7~,18c 
61 火鉢 15 4 瓦質土器 156 椀 12 0 4 9 SD-11 17~-18c 62 灯籠型 10 6 丸質＋器 157 椀 10 4 4 0 17~18c 63 焙烙鍋 28 2 4 6 158 椀 12 0 5 0 SD-01 17~18c 64 焙烙鍋 28 0 4 9 直~ 立 159 椀 10 2 5 7 SD-01 17-18c内銘口寿」65 焙烙鍋 32 0 4 6 160 椀 9 5 5 0 4 0 l7~18c 66 焙烙縞 28 0 4 5 酉立 161 囲 1 8 4 1 SD-01 
67 焙烙鍋 32 0 4 6 内彎 162 椀 10 2 5 I SD-01 17~18c 68 焙烙錆 34 0 4 0 163 皿 l 5 5 8 SD-01 17~-lSc 69 焙烙鍋 30 2 4 l 内閂・外傾 164 1 6 SD-01 l 7~,18c 
70 焙烙鍋 33 0 4 6 165 鉢 15 6 6 0 17~-18c 71 焙烙鍋 27 0 3 2 166 鉢 12 8 3 2 SD-01 17~18c n 焙烙縞 28 4 4 6 167 鉢 14 4 3 9 SD-01 17~18c 73 焙烙鍋 2S 0 4 7 内轡・外傾 168 3 I 15 2 JL禄以降74 焙烙鍋 15 1 4 2 やや外傾く 小型 169 洒猪口 6 0 2 3 2 5 SD-02 18c 75 焙烙鍋 24 0 5 6 内彎 170 洒猪C7 6 4 2 0 2 8 SD-02 18c 76 培烙鍋 32 2 4 6 171 酒猪 CJ 6 2 2 3 3 0 !Sc 77 焙烙編 30 0 5 8 直立 172 酒猪n 6 6 2 9 2 6 SD-01 18c 78 焙烙鍋 28 0 5 2 173 ぐいのみ 8 0 3 0 SD-02 18c 79 培灼も禍 29 4 4 8 174 猪 n 7 0 5 1 18c 80 焙烙禍 30 0 5 4 くの字内轡 175 徳利 3 1 12 0 18c 81 焙烙鍋 28 0 5 0 くの字内彎 176 鉢 19 7 6 9 12 8 SD-01 18c 82 焙烙鍋 28 8 4 6 177 椀 3 1 4 l SD-01 18c 83 焙烙鍋 32 0 6 0 内彎・ 直,i 178 椀 4 8 4 8 SD-01 18c 84 焙烙禍 30 0 7 2 内鋲 179 椀 4 5 4 6 SD-01 18c 85 襦鉢 27 2 3 2 180 椀 11 0 4 0 SD-01 18c Sn 揺鉢 27 6 3 3 181 椀 9 9 5 4 3 5 SD-02 18c前半多い87 揺鉢 29 4 S 3 ベ 182 鉢 4 0 2 9 SD-01 18c 88 揺鉢 27 0 7 2 183 椀 3 9 5 6 18c 89 揺鉢 31 0 9 0 184 3 5 SD-02 18c 90 括鉢 35 0 7 6 SD-01 185 llil 2 0 9 0 SD-01 18c 91 揺鉢 32 6 8 7 186 大茶碗 15 0 5 5 4 4 SD-01 !Sc 92 拙鉢 31 0 8 7 SD-01 187 椀 3 9 5 8 19c 93 揺鉢 34 4 8 0 ]88 渇飲み 9 4 5 9 5 8 19c 94 括鉢 21 6 4 4 189 コロ茶碗 8 2 5 5 SK-01 19c 95 揺鉢 23 0 1 6 190 化瓶 5 2 6 2 SK-01 19c 
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遺物観察表 2

番 g 種別
法量

出土遺構 備 考
い径cm 器袖cm 底抒cm

番号 種別
社、 は

出上遺構 備 考
ni至⑳ 器，F,cm 底径cm

191 そ 7 0 5 4 4 6 SD-02 19c 286 椀 13 4 7 0 桶 l
192 そば猪 n 3 7 5 0 SD-01 19c 287 椀 3 9 6 2 桶 1
193 猪 LJ 3 3 4 0 19c 288 Jill 2 4 5 4 SD-02 劃 華

194 そば猪 n 7 0 4 2 SD-01 19c 289 抹茶碗 2 4 9 8 SD-04 黒織部

195 湯飲み 7 8 3 7 2 6 樺 3 19c 290 抹茶碗 12 0 7 2 6 0 梢 3
196 約化rm 13 4 2 8 SD-01 19c 291 小 鉢 10 0 4 0 SD-01 
197 タイル 19c 292 皿 1 7 6 0 P84 美濃焼 16c 
198 3 4 12 0 SD-01 幕末 293 鉢 13 0 3 I P14 
199 椀 3 8 4 6 幕木 294 椀 12 0 5 1 
200 皿 21 4 2 2 13 8 幕 A 295 椀 10 8 4 3 

201 皿 15 8 3 6 8 6 SD-01 幕末 296 椀 13 6 7 7 5 4 
202 llll 15 4 4 0 8 4 SD-02 幕未 297 底部 6 6 10 0 
203 浅鉢 14 6 4 l 給末 298 瓶 5 8 SD-01 

204 !Ill 11 2 2 0 桶 3 藉末 299 12 0 5 6 iし戸時イU我版

205 人皿 27 0 3 8 幕人 300 鉢 8 5 SD-02 ＝晶糸
206 小鉢 9 5 4 3 桶 1 位末 301 器 11 1 2 2 * 6 2 SD-01 

207 猪「J 8 8 5 5 外古磁 302 人鉢 19 3 6 2 9 0 
208 コロ茶碗 8 0 5 0 SD-01 外背磁 18c 303 抹茶碗 10 2 8 3 4 4 SD-01 

209 椀 I 8 4 0 SD-01 外宵磁 コンニャク板 304 小 Ill[ 9 6 2 2 5 3 SD-01 銘「嘉」

210 鉢 14 0 4 7 外存磁 305 小皿 9 4 2 1 5 6 銘「私」

211 llll 9 0 3 0 4 0 外青磁 306 小型徳利 l 9 7 9 3 2 SD-01 糸きり
212 11 6 0 銘「太明年成」 307 ぐいのみ 6 0 3 7 2 8 
213 椀 11 0 5 8 4 4 銘「人明年製」 308 宝 7 0 3 4 SD-02 備 帥 焼 信 楽 焼 と 同 時 期

214 椀 3 8 5 6 P20 銘 309 10 8 4 0 
215 椀 8 3 5 0 3 1 SD-03 銘 19c 310 小 鉢 9 0 4 4 8 8 布七名焼

216 椀 3 4 5 4 P30 銘「太明年成- 311 小皿 7 8 I 8 SD-01 布志名焼

217 椀 1 9 3 4 銘 312 12 6 5 5 10 0 SD-01 
218 湯飲み 2 4 3 3 SD-06 銘「福 313 22 0 5 2 
219 椀 I 9 3 9 SD-01 銘 314 大浅鉢 29 1 3 8 SD-02 

220 皿 10 8 2 8 5 2 コソニャク版 (17,__,18c) 315 上錘 0 8 3 I 

221 皿 12 7 2 9 7 6 SD-02 コンニャク版 (17~-18c) 316 ＋錘 0 7 3 0 
222 皿 16 2 2 1 SD-10 コンニャク版 317 上錘 0 9 3 1 
223 [Jll 10 0 2 7 5 2 SD-01 コンニャク版 318 ＋錘 0 8 3 2 
224 Jlil 13 6 3 5 8 4 SD-01 コソニャク版 319 上錘 0 9 3 2 

225 皿 20 0 2 9 12 2 コンニャク版 銘-・人明城 」 320 _J_錘 0 8 3 0 
226 蓋 2 5 * 3 5 コン-=---ャク版 321 ＋錘 0 9 3 1 
227 茶碗 10 2 5 4 4 0 SK-01 コンニ→ ク版 322 上錘 0 9 3 0 
228 椀 4 4 5 3 コンニャク版 323 十錘 0 9 2 4 
229 椀 10 4 4 0 コソニャク版 324 上錘 0 9 1 8 
230 椀 10 0 2 5 SD-01 コンニャク版 325 ＋錘 l 0 2 2 
231 椀 11 4 4 6 SD-01 コンニャク板 326 上錘 11 2 3 
232 !Ill 14 2 3 7 10 0 SD-01 舵の H高台 327 上錘 1 3 2 I 

233 rm 10 2 2 6 6 9 蛇の目紬台銘 328 十錘 l 5 2 3 

234 猪 n 2 0 5 1 桶 I 蛇の目高台 329 上錘 I 3 2 8 
235 IIIL 0 7 蛇の F1高台 330 ＋錘 0 9 3 9 
236 小鉢 13 4 6 0 6 4 s0~01 蛇の目閥台 331 上錘 0 9 3 8 
237 llll l 7 9 4 SD-01 蛇の H⑰台 332 十錘 0 9 3 9 
238 llll 2 0 7 8 蛇の目閥台銘 333 土師 0 9 4 l 
C39 3 15 4 6 SD-02 蛇の F1条1jぎ —日月同台 334 十錘 l 0 4 2 
240 皿 2 5 4 6 SD~01 蛇の目釉剥ぎ 335 上錘 0 9 3 5 
241 皿 2 6 3.2 舵の H釉条IJ蛍 336 t錘 1 4 3 5 
242 1111 12 0 3 6 SD-01 蛇の目釉剥ぎ 337 ＋錘 l 2 3 2 

243 皿 14 0 2 9 7 0 SD-01 蛇の H釉糸rJ;,t 338 上錘 I 2 4 3 
244 ll!l 14 4 2 9 7 0 蛇の目釉剃ぎ 339 十錘 l 2 4 6 
245 皿 11 5 2 3 SD-02 蛇の目釉剃ぎ 340 上錘 11 5 l 
246 llll 10 8 2 7 蛇の H釉争IJ紫 341 十錘 l 3 5 3 
247 小皿 11.0 2 15 5 6 SD-01 蛇の目釉刻ぎ 342 上錘 2 4 4 6 

248 袷 8 8 l 7 SD-01 17c 343 ＋錘 2 7 5 6 
249 蓋 9 4 3 1 * 3 8 SD-01 344 L錘 2 7 5 5 
250 蓋 11 0 1 8 345 土錘 2 6 6 4 
251 器 10 0 2 1 * 2 1 SD-01 346 十錘 3 7 5 5 
252 蓋 2 0 * 6 0 347 上錘 3 1 6 6 

253 釜 l 6 * 3 7 348 紅 皿 4 6 1 3 
254 蓋 2 3 * 3 8 SD-01 319 紅 IIll 6 6 l 8 

255 蓋 2 0 * 5 ,j 350 3 4 1 0 
256 謡 1 8 * 3 8 351 2 4 0 6 

257 袷 9 4 3 0 352 遊戯具 4 4 I 7 3 l 
258 蓋 9 4 2 7 * 3 8 SD-01 353 遊戯共 3.8 1 8 3 0 
259 器 10 0 3 0 * 4 2 SD-02 354 J廿禍 3 6 2 6 

260 蓋 1 6 * 3 4 355 坦禍 2 4 
261 器 9 4 2 0 SD-02 356 坦禍 4 0 4 6 
262 皿 2 2 7 0 李朝 357 かんざし 18 7 

263 燕 9 9 2 7 * 3 5 清朝 358 櫛 7 2 
264 椀 2 I 3 9 SD-o'i 銘 359 キセル 5 9 

265 蓋 I 8 * 2 I 中国製19c 360 キセル 7 3 
266 15 6 6 6 SD-06 背磁 361 キセル 3 5 

267 小皿 7 8 1 8 SK-08 吉磁明岡 362 キセル 3 2 
268 椀 11 0 3 7 SD-01 清朝 363 キセル 11 5 2 
269 小鉢 10 0 2 5 SD-06 中国製占芋白磁 16c後千 364 キセル I 2 6 5 

270 椀 13 0 2 4 明4、 365 砥わ 4 9 7 9 l 6 
271 椀 12 0 I 8 明未 366 石乎鏑

272 皿 l 0 7 0 (I磁 16c 367 わ半鐘

273 1111 10 2 3 1 4 5 中1叫の校倣品 368 下駄 22 6 9 7 3 3 
274 Jlll 14 7 3 0 8 6 SK-06 中国の模倣品 369 下 駄 19 9 8 6 l 7 

275 器 2 9 * 4 2 伊東暁 370 F駄 21 7 8 8 3 2 
276 椀 3 4 4 0 伊東焼 371 下駄 22 7 10 5 5 4 
277 椀 2 8 4 3 372 卜駄 IS 8 6 I 5 5 
278 蓋 11 0 1 8 19c 373 漆器椀 12 4 8 2 6 4 
279 llll l 7 4 5 SD-13 高取 16~, 17c 374 漆沿椀 6 8 4 6 
280 椀 4 5 4 9 375 漆器椀 7 l 6 2 
281 大日茶碗 3 0 4 2 SD-02 瀬戸美濃 16c 376 漆器椀 3 4 6 8 
282 鉢 11 0 4 1 377 漆器椀 2 4 5 2 
283 鉢 10 4 5 7 378 漆器椀 6 2 4 2 
281 鉢 10 6 5 7 379 漆器椀 5 8 3 7 
285 椀 12 2 5 2 桶 l 380 紡中車

※ ＊」はつまみ伴、 卜駄0)法量は長さ・幅・ 崎さである-
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